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シ
リ
ー
ズ
　
米
国
の
ア
ジ
ア
人
脈
⑥

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
：
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
ド
の
消
費
者
に
日
本
品
質
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を

代
理
店
育
て
て
市
場
拡
大　

―
―
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
創
業
の
１
０
０
年
企
業
で
、
日
本
を
代
表
す
る
筆
記
具
メ
ー

カ
ー
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
創
業
の
数
年
後
か
ら
米
国
や
欧
州
、
中
国
へ

進
出
し
、
日
本
メ
ー
カ
ー
の
中
で
は
最
も
早
い
時
期
か
ら
本
格
的
な
世
界
展
開
を
開
始
し

た
１
社
だ
。
同
社
は
今
、
巨
大
な
人
口
が
集
中
す
る
ア
ジ
ア
な
ど
の
新
興
国
で
積
極
的
に

筆
記
具
の
市
場
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
【
毎
日
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
】

「
所
得
が
一
定
の
水
準
に
達
す
る
と
、
筆

記
用
具
が
売
れ
始
め
る
。
識
字
率
が
８
割
程

度
あ
る
国
も
有
望
。
我
が
社
は
１
９
２
６
年

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
上
海
で
海
外
進
出
を
ス
タ
ー
ト

し
、
市
場
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
」
。
中
国

に
次
ぐ
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
イ
ン
ド
な

ど
、
南
ア
ジ
ア
各
国
を
担
当
す
る
海
外
第
二

営
業
部
営
業
第
二
課
の
私
市
広
樹
係
長
は
話

す
。現

在
、
世
界
１
９
０
弱
の
国
と
地
域
で
筆

記
用
具
を
販
売
し
て
い
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
社

海
外
進
出
、
１
０
０
年
近
い
歴
史

は
、
南
ア
ジ
ア
で
は
１
９
５
０
年
代
に
イ
ン

ド
で
の
万
年
筆
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
各
国
で

代
理
店
を
定
め
、
市
場
拡
大
の
努
力
を
重
ね

て
き
た
。

「
人
口
が
多
く
、
将
来
の
市
場
の
伸
び
を

期
待
し
て
い
る
」
と
い
う
南
ア
ジ
ア
。
主
力

商
品
は
水
性
イ
ン
キ
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
だ
。
イ

ン
ド
市
場
で
主
流
の
油
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
製

造
が
比
較
的
容
易
で
、
地
場
企
業
も
多
く
製

造
し
て
い
る
。
地
元
メ
ー
カ
ー
の
油
性
ボ
ー

パ
イ
ロ
ッ
ト
社
の
イ
ン
ド
で
の
主
力
商
品
の
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
＝
同
社
提
供
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１
本
５０
～
６０
ル
ピ
ー
程
度
に
な
る
。
「
価
格

差
を
ブ
ラ
ン
ド
名
と
品
質
で
埋
め
て
い
く
。

品
質
を
消
費
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
代
理
店
、
小
売
店
に
も
我
が
社
の
製
品

を
売
る
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら
う
様
に
、

努
力
し
て
い
る
」
。
私
市
氏
は
話
す
。

パ
パ
マ
マ
シ
ョ
ッ
プ
回
っ
て
営
業
活
動

ル
ペ
ン
は
決
し
て
品
質
は
よ
く
な
い
も
の
の

１
本
５
～
２０
ル
ピ
ー
（
１
ル
ピ
ー
は
約
１
・

４２
円
）
ほ
ど
で
売
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
油
性

ボ
ー
ル
ペ
ン
で
は
価
格
面
で
競
争
が
困
難
な

た
め
だ
。

と
は
言
っ
て
も
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
社
の
水
性

ボ
ー
ル
ペ
ン
は
、
イ
ン
ド
で
の
販
売
価
格
は

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
出
張
も
ま
ま
な
ら
な
い
が
、
通
常
は
私

市
氏
は
年
の
半
分
以
上
を
現
地
出
張
し
、
小

売
店
を
回
る
日
々
だ
。
一
度
出
張
す
る
と
、

２
カ
月
は
東
京
の
本
社
に
戻
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。

インドの商店で販売されているパイロット社などの

ボールペン＝同社提供

タ
イ
大
使
館
農
務
担
当
官
事
務
所

  agrithai@extra.ocn.ne.jp

イ
ン
ド
の
都
市
部
で
は
近
代
的
な
文
具
店

も
増
え
て
き
て
い
る
が
、
販
売
の
８
割
は

「
パ
パ
マ
マ
シ
ョ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
家
族

経
営
の
小
規
模
店
だ
。
日
本
の
コ
ン
ビ
ニ
の

よ
う
な
存
在
で
、
食
料
品
や
日
用
品
、
文
具

な
ど
何
で
も
扱
う
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
も
雑
多
な

種
類
が
、
ほ
こ
り
を
か
ぶ
っ
た
状
態
で
乱
雑

に
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

代
理
店
の
営
業
担
当
者
と
と
も
に
、
大
都

市
の
営
業
拠
点
か
ら
車
で
数
時
間
か
か
る
よ

う
な
地
方
都
市
の
パ
パ
マ
マ
シ
ョ
ッ
プ
を
訪

れ
、
ま
ず
は
自
社
商
品
の
ほ
こ
り
を
払
い
、

目
立
つ
よ
う
に
並
べ
て
も
ら
う
と
こ
ろ
か
ら

始
め
る
。
自
社
の
ブ
ラ
ン
ド
名
が
入
っ
た
吊

り
下
げ
式
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
や
、
書
き
味
の

良
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
の
試
し
書
き

キ
ッ
ト
を
製
作
し
小
売
店
に
提
供
す
る
。

さ
ら
に
学
校
の
文
化
祭
に
協
賛
し
た
り
ク

イ
ズ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど

し
て
試
供
品
を
提
供
。
メ
イ
ン
タ
―
ゲ
ッ
ト

の
一
つ
で
あ
る
生
徒
、
学
生
向
け
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
行
う
。

万
年
筆
の
販
売
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
パ
イ

ロ
ッ
ト
社
は
海
外
の
代
理
店
を
大
切
に
し
、

１
国
１
社
の
代
理
店
と
長
く
付
き
合
う
伝
統

が
あ
る
。
イ
ン
ド
の
代
理
店
と
も
数
十
年
の

付
き
合
い
だ
。
「
製
品
が
売
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
代
理
店
営
業
員
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
増

南アジアで使用する商品ディスプレイを

　手にする私市広樹氏＝西尾英之撮影
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え
、
シ
ェ
ア
拡
大
に
つ
な
が
る
。
私
の
役
割

は
代
理
店
の
営
業
の
皆
さ
ん
に
当
社
製
品
を

自
信
を
持
っ
て
売
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
」
。

コ
ロ
ナ
禍
で
小
売
店
に
足
を
運
ぶ
消
費
者

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
急
速
に
伸
び

て
い
る
の
が
Ｅ
コ
マ
ー
ス
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
通
信
販
売
）
だ
。
イ
ン
ド
の
主
要

な
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
や
フ
ィ

リ
ッ
プ
カ
ー
ト
な
ど
で
、
代
理
店
を
通
し
て

パ
イ
ロ
ッ
ト
社
の
製
品
が
売
ら
れ
て
い
る
。

伸
び
は
「
小
売
店
を
通
し
て
の
普
及
の
倍
の

ス
ピ
ー
ド
」
と
い
う
。

「
Ｅ
Ｃ
上
で
は
若
く
新
し
い
も
の
に
敏
感

な
消
費
者
が
多
い
。
手
頃
な
万
年
筆
や
ボ
ー

ル
ペ
ン
の
多
色
セ
ッ
ト
、
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー

に
向
い
た
ペ
ン
な
ど
特
徴
あ
る
製
品
が
売
れ

て
い
る
。
直
接
、
消
費
者
に
利
点
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
、
拡
販
の
き
っ
か
け
に
も
な
る
」
と

私
市
氏
。

イ
ン
ド
は
「
日
本
製
品
」
と
い
う
だ
け
で

全
面
的
な
信
頼
を
得
ら
れ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

は
な
い
と
私
市
氏
は
話
す
。
「
『
メ
ー
ド
イ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
』
と
い
う
よ
り
も
、
ブ
ラ
ン

ド
そ
れ
自
体
へ
の
信
頼
感
の
方
が
強
い
」
。

一
度
、
手
に
取
っ
て
字
を
書
い
て
み
れ
ば
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
社
の
ペ
ン
と
安
価
な
地
元
製
の

ペ
ン
と
の
違
い
は
歴
然
だ
が
、
価
格
に
極
め

て
敏
感
な
の
も
イ
ン
ド
市
場
の
特
性
だ
。

「
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
が
、
品
質
と
ブ
ラ

ン
ド
で
は
埋
め
ら
れ
な
い
価
格
差
が
あ
る
分

野
で
戦
う
の
は
難
し
い
。
我
が
社
の
製
品
の

強
み
を
出
せ
る
部
分
を
イ
ン
ド
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に

付
加
価
値
を
高
め
て
い
く
」
。

「
市
場
性
は
高
い
が
日
本
企
業
の
成
功
例
は

少
な
い
の
が
イ
ン
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
市
場
が

ま
だ
成
熟
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
代
理
店

と
じ
っ
く
り
付
き
合
い
、
育
て
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
」
。
私
市
氏
は
そ
う
話
す
。

インドの学生、生徒を対象にしたキャンペーン活動

＝パイロット社提供
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息
を
吹
き
返
し
た
自
動
車
販
売
台
数

８
月

日
現
在
、
イ
ン
ド
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
累
積
感

染
者
数
は
３
４
０
万
人
を
超
え
た
。
そ
ん
な
中
で
イ
ン

ド
経
済
は
確
実
に
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ａ
で
動
き

出
し
て
い
る
。
５
月
の
販
売
台
数
が
実
質
ゼ
ロ
で
あ
っ

た
イ
ン
ド
経
済
を
牽
引
す
る
自
動
車
産
業
は
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
確
実
に
息
を
吹
き
返
し
つ
つ
あ
る
。
イ
ン
ド
自

動
車
工
業
会
発
表
の
統
計
に
よ
る
と
イ
ン
ド
の
7
月
度

乗
用
車
販
売
台
数
は
前
年
同
月
比
９６
・
１
％
ま
で
回
復

し
、
１８
万
台
以
上
売
れ
た
。
シ
ェ
ア
ー
ト
ッ
プ
の
ス
ズ

キ
（
マ
ル
チ
ス
ズ
キ
）
に
至
っ
て
は
前
年
同
月
比
１
０

０
％
を
超
え
た
そ
う
で
あ
る
。
現
在
は
段
階
的
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
３
・
０
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、
未
だ
国
際
線
の

乗
り
入
れ
は
禁
止
。
公
共
交
通
機
関
の
メ
ト
ロ
や
バ
ス

は
運
休
中
で
あ
り
、
全
て
の
教
育
機
関
も
閉
校
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
中
で
の
復
活
劇
で
あ
る
。

動
き
始
め
た
日
系
企
業

イ
ン
ド
に
１
４
０
０
社
以
上
あ
る
日
系
企
業
の
駐
在

員
達
も
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
機
に
８
割
以
上
が
一
時
的
に

日
本
へ
避
難
し
て
い
た
が
、
イ
ン
ド
日
本
商
工
会
議
所

が
８
月
５
日
に
特
別
に
手
配
し
た
チ
ャ
ー
タ
ー
便
（
通

常
の
国
際
線
の
乗
り
入
れ
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
チ

ャ
ー
タ
ー
便
は
特
例
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
）
で
１

６
８
人
の
駐
在
員
が
イ
ン
ド
に
戻
っ
て
き
た
（
内
訳
は

デ
リ
ー
Ｎ
Ｃ
Ｒ
が
６
割
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
２
割
、
タ
ミ

ル
ナ
ド
１
・
５
割
、
そ
の
他
０
・
５
割
）
。
業
種
別
に

は
自
動
車
業
界
が
活
気
を
戻
し
た
事
も
あ
り
約
5
割
が

輸
送
機
器
関
連
会
社
で
あ
っ
た
。
今
回
は
入
国
後
１
週

間
の
間
は
ホ
テ
ル
で
の
隔
離
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

次
回
か
ら
は
コ
ロ
ナ
陰
性
証
明
が
あ
れ
ば
自
宅
で
の
隔

離
が
可
能
に
な
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
残
念
だ
っ

た
の
は
当
初
２
３
８
人
の
予
約
が
入
っ
た
も
の
の
、
そ

の
内
７０
人
が
本
社
の
最
終
決
済
が
降
り
ず
に
イ
ン
ド
へ

戻
る
事
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
で
あ
る
。
こ

の
中
に
は
私
の
友
人
も
数
名
い
た
が
、
本
社
の
役
員
が

保
守
的
な
人
が
多
く
説
得
出
来
な
か
っ
た
と
悔
し
が
っ

て
い
た
。

２８
日
に
は
チ
ャ
ー
タ
ー
便
第
２
弾
が
無
事
デ
リ
ー
に

到
着
。
帯
同
者
９
人
を
含
む
１
６
２
人
の
戦
士
た
ち
が

戻
っ
て
き
た
。
イ
ン
ド
日
本
商
工
会
議
所
に
よ
る
と
、

通
常
便
が
飛
ぶ
ま
で
は
月
１
便
ペ
ー
ス
で
チ
ャ
ー
タ
ー

便
を
手
配
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
日

系
企
業
も
動
き
出
し
た
。

一
般
市
民
の
外
出
控
え
に
よ
り
、
日
本
同
様
に
飲
食

業
界
（
除
く
デ
リ
バ
リ
ー
）
や
ホ
テ
ル
業
界
へ
の
打
撃

は
計
り
知
れ
な
い
が
、
そ
ん
な
中
8
月
3
日
、
つ
い
に

「
コ
コ
壱
番
屋
」
の
イ
ン
ド
第
1
号
店
が
イ
ン
ド
で
最

も
近
代
的
な
グ
ル
ガ
オ
ン
の
オ
フ
ィ
ス
街
で
あ
る
サ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
に
オ
ー
プ
ン
し
た
事
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

で
あ
る
。
日
本
式
カ
レ
ー
が
本
場
イ
ン
ド
へ
進
出
し
た

WITH CORONAで動き出したインド

荒木英仁（あらき・ひでひと）

毎日アジアビジネス研究所シニアフェロー、

インドビジネスコンサルタント

長年、大手広告代理店「アサツー・ディ・ケイ」の海外事業に従

事し、２００５年から９年間、同社インド法人社長。１４年春グ

ルガオンにて「Casa Blanka Consulting」社を設立し、日本企業

との提携を求めるインド企業を支援。監査法人「Udyen Jain &

Associates」と業務提携し、日本企業のインド進出や現地でのコン

プライアンスを支援。インド最大手私銀「ICICI　Bank」のアドバ

イザーや、ＪＥＴＲＯの「中小企業海外展開現地支援プラットフォ

ーム」コーディネーターも務める在印１５年強のベテラン。
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事
は
凄
い
事
だ
と
思
う
。
イ
ン
ド
在
住
の
日
本
人
に

と
っ
て
は
夢
の
様
な
出
来
事
で
あ
る
が
、
日
本
の
カ

レ
ー
が
イ
ン
ド
人
相
手
に
ど
こ
ま
で
健
闘
す
る
か
は

本
当
に
楽
し
み
で
あ
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
デ
ィ
ア
」
が
功
を
奏
す
る

モ
デ
ィ
政
権
が
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
見
越
し
た

訳
で
は
無
い
と
思
う
が
、
第
1
期
政
権
当
時
か
ら
着

手
し
て
き
た
「
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ン
デ
ィ
ア
」
政
策
を

始
め
と
す
る
イ
ン
ド
の
総
デ
ジ
タ
ル
化
で
構
築
さ
れ

た
イ
ン
フ
ラ
は
発
展
途
上
国
で
あ
る
イ
ン
ド
に
お
い

て
コ
ロ
ナ
禍
対
策
に
大
い
に
役
立
っ
て
き
て
い
る
。

日
本
で
は
行
政
の
対
応
が
遅
れ
混
乱
を
招
い
て
い
る

給
付
金
に
あ
た
る
イ
ン
ド
の
援
助
金
給
付
も
ス
ム
ー

ズ
に
実
施
さ
れ
た
。
国
民
Ｉ
Ｄ
「
ア
ダ
ー
ル
」
（
全

国
民
の
９
割
以
上
が
登
録
済
の
日
本
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
に
相
当
）
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
公
共
イ
ン
フ
ラ
を
活

用
し
た
直
接
現
金
給
付
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
実
施
可
能

で
あ
っ
た
。

イ
ン
ド
全
土
の
貧
し
い
農
家
を
対
象
と
し
て
、
国

民
Ｉ
Ｄ
に
紐
づ
い
た
銀
行
口
座
に
遅
れ
る
事
無
く
現

金
給
付
さ
れ
た
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
今
や
世
界
一

安
い(

１
ギ
ガ
２０
円)

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
お
陰
で
人

口
の
半
数
近
い
５
億
６
０
０
０
万
人
が
オ
ン
ラ
イ
ン

に
繋
が
っ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
の
お
陰
で
、

３
月
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
か
ら
休
校
（
今
も
尚
継
続

荒木英仁のインクレディブル・インディア⑥  

中
）
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
学
校
（
小
、
中
、

高
）
の
大
半
は
ス
ム
ー
ズ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
の

移
行
が
可
能
と
な
っ
た
。

国
民
の
約
9
割
が
手
に
す
る
携
帯
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ー
ン
で
、
マ
ス
ク
、
飲
食
料
や
医
薬
品
等
は
問
題

無
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
に
入
れ
る
事
が
可
能
と
な
っ

た
。Fortis

やMax 

の
様
な
大
手
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

病
院
も
オ
ン
ラ
イ
ン
診
察
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

積
極
的
に
活
用
し
医
者
の
問
診
か
ら
処
方
箋
の
発
行

ま
で
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
済
ま
せ
、
院
内
感
染
を
防

い
だ
。

イ
ン
ド
の
小
売
業
の
9
割
近
く
を
占
め
る
地
元
の

キ
ラ
ナ
・
シ
ョ
ッ
プ
（
パ
パ
マ
マ
ス
ト
ア
）
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
コ
ロ
ナ
で
遮
断
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
今
ま
で
長
年
頼
り
に
し
て
い
た
オ
フ
ラ
イ
ン
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
殆
ど
機
能
し
な
い
中
、
デ
ジ

タ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
有

す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ジ
ャ
ン
ボ
テ
ー
ル
や
シ
ョ

ッ
プ
キ
ラ
ナ
等
の
活
用
が
一
気
に
進
ん
だ
。

高
額
紙
幣
廃
止
で
一
気
に
ユ
ー
ザ
ー
数
を
伸
ば
し

たP
a
y
t
m

やG
o
o
g
l
e
 
P
a
y

等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ペ
イ

ン
ト
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
普
及
が
、
銀
行
口
座

す
ら
持
た
な
い
キ
ラ
ナ
・
シ
ョ
ッ
プ
の
個
人
事
業
主

達
を
後
押
し
し
、
コ
ロ
ナ
を
機
に
ス
ト
レ
ス
な
く
オ

ン
ラ
イ
ン
へ
移
行
し
始
め
て
い
る
。

グルガオンにオープンした「ココ壱番屋」のインド第1号店
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っ
て
来
て
い
る
様
に
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

ど
の
ニ
ュ
ー
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
ひ
ね
っ
て
も
日
本
の

様
に
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
と
メ
デ
ィ
ア
が
騒
ぎ
立
て
て

い
な
い
事
も
ひ
と
つ
の
理
由
で
は
あ
る
と
思
う
が
、

ワ
ク
チ
ン
が
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
街
は
確
実
に
平
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

庶
民
の
間
に
コ
ロ
ナ
へ
の
「
慣
れ
」

ま
ず
一
つ
の
考
え
ら
れ
る
理
由
は
皆
が
恐
れ
切
っ

て
い
た
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
開
始
か
ら
既
に
５
カ
月
が
経

過
し
て
、
庶
民
が
コ
ロ
ナ
に
慣
れ
て
き
た
事
だ
と
思

う
。
依
然
感
染
者
は
増
え
続
け
て
い
る
も
の
の
、
回

復
率
が
７０
％
程
度
あ
り
、
致
死
率
に
至
っ
て
は
２
％

を
切
っ
て
い
る
事
が
安
心
材
料
に
な
っ
て
い
る
事

も
、
家
に
籠
り
感
染
を
防
ぐ
事
よ
り
、
外
に
出
て
稼

ぐ
事
を
後
押
し
し
て
い
る
様
に
思
う
。

ま
た
7
月
末
に
ム
ン
バ
イ
に
あ
る
ア
ジ
ア
最
大
の

ス
ラ
ム
街
３
カ
所
（
約
１
５
０
万
人
が
住
む
と
い
わ

れ
て
い
る
）
で
政
府
主
導
の
無
作
為
抽
出
に
よ
る
抗

体
検
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
５０
％
以
上
が
既
に
感

染
し
た
形
跡
が
あ
っ
た
と
い
う
結
果
が
発
表
さ
れ

た
。
一
方
デ
リ
ー
で
も
、
政
府
団
体
のN

a
t
i
o
n
a
l 

Center of Disease Control 
（
国
営
疾
病
管
理

セ
ン
タ
ー
）
が
6
月
下
旬
か
ら
7
月
初
旬
に
か
け
て

ラ
ン
ダ
ム
に
健
康
な
市
民
2
万
人
の
抗
体
検
査
を
実

施
し
た
結
果
、
何
と
２３
％
が
既
に
コ
ロ
ナ
に
感
染
済

当
初
は
お
び
え
、
家
に
こ
も
る

3
月
２５
日
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ン
ド
全
土
の
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
当
時
は
、
正
体
不
明
の
伝
染
病
に
イ
ン
ド
国

民
は
恐
れ
お
の
の
き
、
家
か
ら
一
歩
も
出
な
い
人
が

大
半
で
あ
っ
た
と
思
う
。
農
村
部
か
ら
都
市
部
へ
出

稼
ぎ
で
来
て
い
た
労
働
者
は
仕
事
が
無
く
な
っ
た
事

も
大
き
な
理
由
で
は
あ
る
が
、
都
市
部
で
蔓
延
が
始

ま
っ
て
い
る
事
に
恐
れ
公
共
交
通
機
関
の
無
い
中
で

我
先
に
故
郷
へ
急
い
だ
人
も
多
く
い
た
事
で
あ
ろ

う
。
実
際
私
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
実

施
さ
れ
そ
う
な
気
配
濃
厚
で
あ
っ
た
３
月
２３
日
の
夜

に
突
然
電
話
を
か
け
て
来
て
、
こ
れ
か
ら
実
家
に
帰

り
ま
す
と
言
い
放
ち
、
私
の
言
う
事
に
は
一
向
に
耳

を
か
た
む
け
ず
彼
の
田
舎
で
あ
る
ジ
ャ
イ
プ
ー
ル
に

勝
手
に
帰
っ
た
き
り
未
だ
に
戻
っ
て
来
な
い
。
当
時

の
事
は
良
く
覚
え
て
い
る
が
、
彼
に
と
っ
て
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
―
１９
は
ま
る
で
正
体
不
明
の
悪
魔
の
到
来
の
様

で
相
当
怯
え
切
っ
て
い
た
事
は
電
話
口
で
も
感
じ
取

れ
た
。
多
分
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
当
時
は
大
半
の
イ
ン
ド

人
は
同
様
に
怯
え
、
皆
じ
っ
と
家
に
籠
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
と
思
う
。

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
開
始
時
、
総
感
染
者
数
は
６
０
０

人
に
も
満
た
な
い
中
で
、
そ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
イ
ン

ド
の
人
達
が
、
毎
日
6
万
人
前
後
の
新
規
感
染
者
が

増
え
続
け
累
積
感
染
者
数
が
３
０
０
万
人
を
超
え
た

中
、
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
人
々
の
感
覚
が
大
幅
に
変
わ

で
あ
っ
た
事
が
判
明
し
た
。
こ
の
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス

に
考
え
る
と
、
デ
リ
ー
人
口
の
約
２
０
０
０
万
人
の

内
、
２３
％
が
感
染
し
て
い
る
と
す
る
と
、
約
４
５
０

万
人
が
既
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
デ

リ
ー
の
死
者
数
は
３
７
０
０
人
だ
っ
た
の
で
、
致
死

率
は
０
・
１
％
以
下
だ
。

こ
の
レ
ベ
ル
は
東
南
ア
ジ
ア
の
タ
イ
等
の
致
死
率

に
匹
敵
す
る
。
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
諸
説
あ
る
も
の

の
、
一
定
の
住
民
が
抗
体
を
持
っ
た
事
で
確
実
に
新

規
感
染
者
数
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
事
は
諸
外
国

で
も
実
証
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
こ
れ
だ
け
が
理
由
で

は
無
い
も
の
の
、
急
速
に
新
規
感
染
者
が
増
え
続
け

た
ム
ン
バ
イ
や
デ
リ
ー
は
7
月
に
入
っ
て
か
ら
新
規

感
染
者
数
が
減
少
方
向
で
推
移
し
て
い
る
。
大
都
市

部
は
若
干
沈
静
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
そ
の
他

の
都
市
部
で
は
依
然
多
く
の
新
規
感
染
者
が
発
生
し

て
お
り
、
結
果
的
に
総
数
は
増
え
続
け
て
い
る
。
国

土
が
広
い
イ
ン
ド
で
感
染
を
抑
え
込
む
の
は
不
可
能

で
あ
ろ
う
。
２
カ
月
あ
ま
り
の
イ
ン
ド
全
土
に
お
け

る
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
は
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
を
防
ぐ
事
は
出

来
な
か
っ
た
も
の
の
、
国
民
が
精
神
的
に
安
定
す
る

準
備
期
間
と
し
て
十
分
過
ぎ
る
程
効
果
は
あ
っ
た
と

考
え
る
。

イ
ン
ド
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
コ
ロ
ナ
だ
け
が
死

の
恐
怖
を
煽
る
も
の
で
は
な
い
事
も
、
衛
生
国
家
の

日
本
の
環
境
と
は
事
情
が
著
し
く
異
な
る
。
全
国
の

病
院
の
数
も
需
要
に
対
し
て
供
給
が
著
し
く
遅
れ
、
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国
民
保
険
も
無
く
、
電
気
や
水
道
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

も
全
国
を
網
羅
し
き
れ
て
い
な
い
イ
ン
ド
で
は
、
毎

年
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
で
１
５
０
万
人
、
気
管
支

炎
、
肺
疾
患
で
１
０
０
万
人
、
が
ん
で
８０
万
人
、
脳

卒
中
と
下
痢
で
そ
れ
ぞ
れ
７０
万
人
の
人
々
が
亡
く
な

っ
て
い
る
。
他
に
も
呼
吸
器
の
感
染
症
で
５０
万
人
、

空
気
感
染
す
る
伝
染
病
で
あ
る
結
核
は
未
だ
４５
万
人

の
命
が
失
わ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
交
通
事
故
で
も
毎

年
１８
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
月
収
が
1
万
円
に

も
満
た
な
い
貧
困
層
が
億
単
位
で
い
る
イ
ン
ド
の
人

々
に
と
っ
て
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
よ
り
仕
事
が
無

く
な
り
飢
え
で
死
ぬ
恐
怖
の
方
が
遥
か
に
大
き
い
の

で
あ
る
。

イ
ン
ド
で
一
番
人
気
の
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
ボ
リ
ウ
ッ
ド
大
ス
タ
ー
の
ア
ミ
ダ
・
バ
ッ
チ

ャ
ン
や
政
府
高
官
ま
で
も
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
事

に
よ
り
、
多
く
の
イ
ン
ド
庶
民
達
は
こ
う
思
っ
た
と

言
わ
れ
る
「
雲
の
上
の
存
在
で
あ
る
、
あ
の
偉
大
な

大
ス
タ
ー
や
政
府
高
官
ま
で
感
染
す
る
の
だ
か
ら
、

我
々
に
感
染
を
防
ぐ
余
地
は
無
い
」
。
だ
か
ら
恐
れ

ず
に
街
に
出
て
仕
事
を
し
て
稼
ご
う
と
。
完
全
に
開

き
直
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
る
く
前
向
き
な
イ
ン
ド
人

今
、
イ
ン
ド
経
済
は
歴
史
的
な
大
打
撃
を
受
け
、

数
多
く
の
企
業
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
私
の
周
り
の
イ
ン
ド
人
（
経
営
陣
も
一
般
社
員
も
）

は
何
故
か
皆
明
る
い
。
給
料
が
支
払
わ
れ
な
い
、
家
賃
が

払
え
な
い
、
電
気
代
が
払
え
な
い
、
そ
ん
な
中
で
も
皆
一

様
に
笑
い
な
が
ら
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
に

１５
年
住
み
続
け
て
い
る
私
で
も
本
当
の
理
由
は
分
か
ら
な

い
。
単
純
に
皆
楽
天
的
な
国
民
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

恐
ろ
し
い
ま
で
の
底
力
を
持
つ
国
民
に
支
え
ら
れ
て
い
る

国
家
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
。
今
後
イ
ン
ド
が
ど
の
様

な
復
活
劇
を
遂
げ
る
の
か
楽
し
み
で
し
か
な
い
。
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